
農林水産大臣 

活動特集号 

昭和34年、小さな写真屋に生まれる。 

大学時代は、ハンドボール部のキャプテンとして活躍。 

零細企業に育ったこともあり、中小企業を担当する通商産業省に入省。 

日米交渉や行政改革、地方行政（埼玉県副知事に出向）などに携わる。 

平成18年衆議院千葉七区補欠選挙にて公募により選ばれるも、惜敗。 

平成21年衆議院総選挙において、初当選。4期目。環境大臣政務官、

党副幹事長、党農林部会長、農林水産副大臣を経て、現在、農林水産

大臣として農協改革やＴＰＰなど、安倍政権の最前線で奮闘中。 

〔趣 味〕 ハンドボール、カラオケ、読書、映画 

〔好きな食べ物〕 ラーメン、焼肉（特にカルビとハラミ） 

〔尊敬する人物〕 高杉晋作、原敬、鈴木貫太郎 
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  今回の「自由民主」は、さいとう健氏へのインタビューに代えて、以下の大臣訓示を載せさせていただきました。 
 

            農林水産省職員への齋藤大臣年頭訓示（要約） 
                                    平成３０年１月５日 
 （前略） 

 昨年、日本の人口はついに４０万３千人の減少となりました。これまでの人口減少のペースは年間

２０数万人。いずれ年間８０万人、９０万人と減少する時代を迎えますが、そうなると日本の農林

水産業は大変だ。人口というのは、人の口と書くのだから。そうなる前に、日本の農林水産業の改革

を進め、備えねばならないと、これまで皆さんと一緒になって努力をしてきましたが、いよいよ４０

万人の減少。時間がない。この年始、私は緊張感を禁じえませんでした。 

 一方、日本の農林水産業は、見方を変えてやり方を変えれば、非常に大きな成長の可能性のある産業

でもあります。重要な局面です。この一年をどう過ごすか。農林水産政策にとって、極めて大事な

一年になると私は確信をしてます。 

 皆さんも、この役所に入るときに日本の農林水産業に自分の力で貢献するんだ、そういう思い

でこの省の門を叩かれたのだと思います。日本の農林水産業が大きな曲がり角にある今、まさに、

皆さんのその当初の思いを遂げるときです。役人冥利に尽きるのではないでしょうか。皆さん方が今

まで培ってきた経験、知見、そういったものをこの一年大いに活用していただいて、日本の農林水産

業の前進のために力一杯働いていただきたい。 

 昨年８月に就任いたしましたときに皆さんに申し上げたことが、今、大きく変わるわけではありま

せん。ですが、繰り返しも厭わず、３点ほどお話ししたいと思います。 

 まずはこの５ヶ月間、私が感じ続けていたこと、それは、日本の農林水産業が大きな試練と同時に 
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 さいとう健は、皆様とひざを
つき合せて意見交換ができる
ミニ集会を、活動の原点とし
ております。二人でも三人で
も結構ですので、企画してお
呼びいただければ幸いです。 

 

 
 
 さいとう健は、時間の許す

限り、国会議事堂内を一緒

に案内いたします。何名様

でも結構ですので、お声か

けいただければと思います。 

農林水産大臣 自民党千葉県第七選挙区支部長 衆議院議員 

大きな飛躍のときを迎えている、そういう時代認識、私は

危機感と言ってもいいと思いますが、この危機感がまだ足り

ないんじゃないかということです。大変だと。今自分たち

が頑張らなければ大変だという思いをもっともっと私が

感じられるように持っていただきたい。これが１点目です。 

 ２点目は、日本の農林水産業の新しい地平を拓いていく

ためには、どうしても広い視野が必要だということです。

多くの外の人たちともつき合い、そして直接関係ないような

本を読みながら、日本の農林水産業のあるべき姿を考える

ということが今ほど重要なときはないと思っております。

是非広い視野を持つように研鑽を積み、人脈を大きく広げて

いただきたい。         （中面に続く） 日本経済の成長分野として農林水産業が 

注目。政府も一丸となって応援します。 

左から、野中政務官・谷合副大臣・さいとう健・

磯崎副大臣・上月政務官の布陣で農林水産業

の構造改革を推進します。 

山口佐賀県知事から説明を受け、海上 

から有明海・諫早湾の現状を視察。 
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やってます。 
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◆氏名・住所の登録不要。 
◆国政課題、地元の話題について、  
 さいとう健の考えをお伝えします。 
◆返信をすれば、匿名で意見を伝え 
 られます。 
◆ホームページからご登録いただけます。 

あなたのご意見、お聞かせ下さい。  

『日本農業新聞 平成２９年９月３日 ３面』 

閣議の後には毎回記者会見を開き、開かれ

た農政を常に心がけています。 


